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《表紙解説》ジョン・ノックスの家の窓 

エディンバラの目抜き通りであるロイヤル・マイル。エディンバラ城とホリールードハウス宮殿を結ぶこ

の通りに、「ジョン・ノックスの家」はある。言い伝えによれば、スコットランド宗教改革の指導者である

ジョン・ノックスは、1572年11月に死去するまでの数か月間をこの場所で過ごした。実際に彼が居住したか

は定かではないが、エディンバラ最古の建物のひとつとして、またスコットランド宗教改革の歴史を今に伝

える資料館として、今では多くの観光客を集めている。数百年に渡って増改築を繰り返したために外見はや

や歪だが、1470年に建築された当初の姿を部分的ながらも保っている。ノックスは2階の張出窓（写真中央

右）から身を乗り出し、大通りに向けて説教したと言われている。この小さな窓は、彼とエディンバラ市民

を繋ぐ「窓」だったのかもしれない。 

1 階の上縁には「Lufe God abufe al and yi nychtbour as yi self」と刻まれているが、これは『マルコによる福

音書』12 章 30-31 節にあるイエスの言葉をスコットランド語に訳して縮めたもの。セント・アンドリュース

大司教であったジョン・ハミルトンによる 16 世紀の翻訳で、英語では「Love God above all and your neighbor 

as yourself」となる。この金色に縁どられた装飾はジェイムズ・モスマンとマリオタ・アレス夫妻が施したら

しい。モスマンはカトリック教徒でメアリ 1 世お抱えの金細工職人であったが、1572 年に財産を没収される

と、女王党の立てこもるエディンバラ城がジェイムズ 6 世（ジェイムズ 1 世）率いる国王党の手により陥落

した後、他のメアリ支持者と共に絞首刑に処された。1573 年 8 月 3 日のことである。モスマンがあの小窓か

らみた景色は、彼を排除しゆくエディンバラの街並みだったのであろう。 
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 コロナ禍で世界の閉塞感は極まったと思われていたところに、去年から続く緊迫したミ

ャンマー情勢や、今年 3 月に勃発したウクライナとロシアの間の戦争など、次から次へと

人類は難題を突き付けられ、少し前の諸問題が、解決したわけではまったくないにもかか

わらず、優先順位を下げられ、忘れられていきます。ものごとを無限に記憶することはで

きませんし、マルチタスクにも限度がありますから、致し方ないとはいえ、それでも、い

たたまれない気持ちを持て余すばかりです。 

 そのような現実を生きつつ、私たちは過去の西洋の歴史に向き合っています。今号に掲

載された論説や動向・書評、そして院生たちの研究紹介が、西洋史という切り口から書き

手自身や読者が直面する「閉塞」に風穴を開ける「窓（フェネストラ）」であったらと切に

願います。ぜひご味読ください。 

                                           （金澤） 
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